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この職場を誇りに思う

令和４年３月３１日付けをもって、定年退職を迎える杉本二三夫
です。
私は前職の仕事の都合により、同期の方々とは入庁日が異なり４月

２１日の採用です。
当時、４月２１日より働らかせて欲しいと市役所人事課に申し出た

ところ『それなら今回の採用は諦めてくれ!!』と言われたのを、今でも
憶えています。
結局は、前職場から「退職予定証明書」を書いてもらって人事課に

提出して下さいと言われ、提出をした後の４月２１日付けでの採用と
なり、今日に至ります。

作業(業務)技士として５年、予備運転手で５年、正規運転手として５年、主査としては
１４年の経験となりますが、その時代・時代で楽しかった事や辛かった事、色々な場面が
あったと思っています。
我々の仕事は「現場」での仕事ですので、極端な天候になると１番辛かったと感じまし

た。ただ、やり遂げた後の達成感も半端ないと感じました。
この職場の１番良い所は、イザとなればどの様な状況下でも皆んなが嫌がらずに出勤し

て「一致団結」して事をやり遂げるところ。また、他都市で震災被害があって応援要請が
あれば進んで応援にも行くなど、諸先輩から学んだ事をなんとか受け継ぎ、後輩の方々も
同時に受け継いでいるし、管理センター職員として誇りに思うところであります。
３月３１日をもって定年にはなりますが、４月１日よりは『一兵卒』となって再任用で

働きますので、よろしくお願いします。（たぶん）
最後に、管理センター職員の皆さん、なんらかの事情で途中で辞職された同僚の方々、

そして残念ながら遠い場所へ行った同僚の馬鹿野郎たち、みんなに感謝を込めてありがと
うございました。

西部管理センター所属 杉 本 二三夫 〔 勤続２9年 〕

2021年度退職者に贈る言葉
私にとって皆様は、一学年上の先輩方で、職場の一員として、また一社会人として鍛え上げて頂いたと
思っております。
本当に長い年月を共に過ごさせて頂いた中で、自分の考え方の甘さや気遣い不足を指摘していただいた
記憶とともに、ジョークも飛ばし合える寛大さで接して下さるなど、雰囲気づくりの名手達であられたこ
と、オン・オフのメリハリがあって「ストレスフリー」な職場環境であったことに他なりません。
これは、今の社会に絶対必要なものですし、自然とそうなっていたことに価値があると思います。
ペーパーレス化やデジタルトランスフォーメーション化。私たちの職場も、この奇妙とも言える働き方
の仕組みが日ごと増加し、質的な向上も期待される時代となって参りましたが、むしろ挑戦し、克服して
いかなければなりません。
職場にとって必要なベストな仕組み、環境づくりを見定めながら、市民に必要とされ、働き甲斐を感じ
る職場づくりを目指し、伝統とともに、皆様から引き継ぎたいと思います。
長年の皆様の功績に感謝申し上げ、引き継ぐことのできる幸せを感じながら、私からの贈る言葉とさせ
ていただきます

金沢市従業員労働組合 委員長 松 本 由紀夫


